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インスリンバイアルから調製する際に、インスリン専用注射器を使用せず単位換算を誤った結果、本来投与
すべき量を上回る投与が行われた医療事故やヒヤリ・ハット事例が繰り返し報告されています。
誤投与防止のため、インスリンバイアル使用時には、インスリン専用注射器を使用してください。

１ インスリン専用注射器を選択できるような環境をつくりましょう

注射器に「単位」または「UNITS」の表示があることを確認しましょう

インスリン製剤を保管する冷蔵庫に
注意書きを貼るのも有効です。

右の図は、切り取って掲示物として
ご活用いただけます。

～安全使用のために注意するポイント～

独立行政法人医薬品医療機器総合機構
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２０２６年4月■ (医薬品医療機器総合機構）は、厚生労働省所管の独立行政法人です

インスリン専用注射器の使用について
～投与量の誤りが重大な健康被害につながるおそれがあります～

インスリンバイアル使用時にインスリン専用注射器を選
択できる環境づくりのために、以下の工夫例があります。
① バイアルと専用注射器をセット※で配置
② バイアルに専用注射器誘導のタグ付け
③ 一般注射器の保管場所にインスリンには使用しない

旨を表示

※注射器の保管条件は製造販売業者により異なるため、インスリン専用注射器を冷蔵保管する際は各社へご確認ください。

＜工夫例＞

③

①
②

＜工夫例＞

インスリン
専用注射器※

PMDA医療安全情報は、以下の収集された事例等から、独立行政法人医薬品医療機器総合機構が専門家の意見を参考として、医療関係者に
医薬品、医療機器の安全使用の推進を支援することを目的として作成したものです。
〇公益財団法人日本医療機能評価機構の医療事故情報収集等事業及び薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業において収集された事例
〇医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に基づく副作用・不具合報告において収集された事例

作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
この情報は、医療関係者の裁量を制限したり、医療関係者に義務や責任を課したりするものでありません。
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